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１ 長岡市について 

１－１ 長岡市の位置・規模・地形 

 

                                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１－２ 長岡市における最近の災害発生状況  

    市の動き 
                      災害の発生状況  （●は災害救助法適用、●は新潟県災害救助条例適用） 

地 震 水害・土砂災害 雪 害 

平成16年度   10.23 ●新潟県中越地震（中越大震災） 7.13 ●平成16年7月新潟･福島豪雨  平成17年大雪 

成17年度 
4.1 
1.1 

4町1村を編入 
1市2町1村を編入 

    ●平成18年豪雪 

平成18年度        

平成19年度   7.16 ●新潟県中越沖地震    

平成20年度        

平成21年度 3.31 1町を編入      

平成22年度   (3.11 東日本大震災発生 ）   ●平成23年豪雪 

平成23年度     7.28 ●平成23年7月新潟・福島豪雨  ●平成24年豪雪 

平成24年度 4.1 
市役所移転 
(「アオーレ長岡」オープン) 

    ●平成25年豪雪 

平成25年度     7.29 ●7･8月豪雨災害 ※土砂災害   

＜人口・世帯数＞ 

●平成26年１月１日現在 

 人  口  280,892人（男137,010、女143,882）

合併前の1.45倍  

 世帯数 103,674世帯 

 

＜地形など＞ 

●面積890.91平方㎞（東西42.6㎞、南北59.3㎞）

合併前の3.4倍  

●日本海から守門岳まで、自然に富む。 

●信濃川をはじめ、数多くの河川がある。 

●冬の降雪では、東部山沿いで４m近い積雪も。

 

＜平成の市町村合併の経過＞ 

●平成17年４月１日に４町１村を編入 

 （中之島町、越路町、三島町、山古志村、小国町） 

●平成18年１月１日に１市２町１村を編入 

 （和島村、寺泊町、栃尾市、与板町） 

●平成22年３月31日に１町を編入 （川口町）

長岡市の主な被害状況  

・H16.7.3 新潟・福島豪雨 死者4人、

全壊65棟、半壊369棟、床上床下浸水

2,878棟 

・H16.10.23 新潟県中越地震  

 最大震度7 死者28人、負傷者2,438人 

全壊2,197棟、大規模半壊・半壊8.5千棟

一部損壊5.9万棟 

・H19.7.19 新潟県中越沖地震  

 最大震度6強 負傷者243人、全壊10

棟、大規模半壊・半壊460棟、一部損壊

７千棟 

・H23.7.30 新潟・福島豪雨 負傷者2

人、全壊～半壊35棟、床上床下浸水

2.2千棟 

・H25.7.30～8.1 豪雨 死者1人、負傷

者4人、全壊～半壊40棟、床上床下浸

水１.3千棟 

【備考】  

アオーレ長岡とは、「アリーナ」、「ナカド

マ（屋根付き広場）」そして「市役所」が

一体となった全国初の複合型施設 
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２ 中越大震災などの経験を生かした取り組み 

２－１ 長岡市防災体制強化の指針                      

 

                                                        

 

 

 

 

 

 

                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 7.13水害や中越大震災を受け、H17.10に防災の専門家で構成する「長岡市防災体制検討委員会」を設置 

○ H18.2に同委員会から「新たな防災体制の整備に関する提言」を受ける。 

○ H18年度の長岡市地域防災計画の見直しで、提言を踏まえた「長岡市防災体制強化の指針」をまとめる。 

２－２ 指針を受けた主な取り組み 
２－２－１ 地域防災計画の見直し 
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２－２－３ 市民向け防災パンフレットの作成 
２－２－４ 特色ある情報伝達体制の整備 

 

２－２－５ 避難所環境の整備 
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【参考】ながおか市民防災センターの活用事例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

主催(運営) 公益社団法人 中越防災安全推進機構 
共    催   長岡市（担当：危機管理防災本部） (H25負担金 280万円) 

２－２－６ 中越市民防災安全大学の開講 ２－２－７ 長岡防災シビックコア地区の整備 

【メモ】  

○ 長岡市の自主防災組織の結成率（平成25年12月１日現在） 

   ・町内会（自治組織）     ９４９団体 

   ・自主防災会（自主防災組織） ８０９団体 

   自主防災会結成率 ９１．９％ 

     （自主防災会結成世帯数94,656÷町内会名簿全世帯数102,949） 

 

○ 災害対策本部機能の強化（アオーレ長岡 東棟４階、特別職と同一フロア） 

    ・災害対策本部会議室・危機管理防災本部執務室の強化 

➣ 常設（執務室と隣接）、耐震性、停電対応、ディスプレイの充実など 

・映像情報の充実 

➣ 定点カメラによる河川・道路等のリアルタイムな状況を監視） 
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３ 直近の取組事例 

 ○「ながおか土砂災害Ｄメール」の構築（土砂災害対応の強化） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
４ 地域防災計画の改訂 

 
 
 

ポイント 

これまでの不安… 

○市域内の土砂災害危険箇所は約 1,500 箇所 

○避難情報を出すタイミング、決断が難しい。

 ➢ 「土砂災害警戒情報等の情報」と 

「実際に発生する頻度」の実態が… 

➢ 特定の地域が対象となる… 

↓ 

新たな情報伝達が必要（H25 当初予算化） 

↓ 

実際に… 

○平成 25 年の 7･8 月豪雨で土砂災害が発生 

○深夜の時間帯での避難行動は危険を伴う。 

○深夜の時間帯での情報伝達は難しい。 

↓ 

これから… 

○新たな情報伝達として、土砂災害に特化した

「ながおか土砂災害Ｄメール」を構築する。 

  ➢ 25.12から地元説明会を順次開始 

➢ H26梅雨前に完了・全市的な本格運用開始

メール配信の文案                      

ほかのメールとの違い          

地元説明会での重要点 

○ 身近な土砂災害危険箇所を再認識してもらう。 

○ 市が伝達する情報のもつ意味を理解してもらう。 

○ 地域の知恵を最大に活かしてもらう。 

 

長岡市地域防災計画 

震災・津波対策編 

風水害・雪害対策編 

原子力災害対策編（H25.2）

津波災害対策編 

震災対策編 
H26.3 改定予定 


